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声を市政へ！
議会は前進し続けます
声を市政へ！
議会は前進し続けます

議　長

板　橋　惠　一
副議長

伏　谷　修　一

　
こ
の
た
び
の
改
選
で
議
長
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
決
意
を
新
た
に
し
、
多
賀
城

市
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
よ
り
６
年
半
が
経
過
し
、
災
害
公
営
住
宅
完
成
な
ど
復
興
事
業
が
進
ん
で
お

り
ま
す
が
、
被
災
さ
れ
た
方
が
毎
日
を
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
支
援
を
今
後
も
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
、
介
護
、
地
域
経
済
振
興
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
安
心
、
安
全
で
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
た
ち
市
議
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
市
政
に
届
け
る
と
と
も
に
、
真
摯
に
地
域
の
課

題
と
向
き
合
い
、
皆
さ
ま
と
共
に
取
り
組
み
、
信
頼
に
応
え
る
議
会
と
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

監　

査　

委　

員

　
　
　
　
　
　

根　

本　

朝　

栄

議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
の
会
期
に
つ
い
て
審
議
す
る
な
ど
、

議
会
全
般
の
運
営
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

　
　
　

委
員
長　
　

藤　

原　

益　

栄

　
　
　

副
委
員
長　
　

金　

野　

次　

男

　
　
　

委　
　

員　
　

中　

田　

定　

行

　
　
　

委　
　

員　
　

米　

澤　

ま
き
子

　
　
　

委　
　

員　
　

根　

本　

朝　

栄

　
　
　

委　
　

員　
　

竹　

谷　

英　

昭

東
日
本
大
震
災
調
査
特
別
委
員
会

　

多
賀
城
市
震
災
復
興
計
画
の
進
捗
状
況

を
確
認
す
る
た
め
、
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

委
員
長　
　

竹　

谷　

英　

昭

　
　
　

副
委
員
長　
　

森　
　
　

長
一
郎

　
　
　

委
員
は
全
議
員
で
す
。

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
事
業 

調
査
特
別
委
員
会

　

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
で
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
設
立
趣
旨
な
ど
、
詳
し
く
は
、

20
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

委
員
長　
　

吉　

田　

瑞　

生

　
　
　

副
委
員
長　
　

藤　

原　

益　

栄

　
　
　

委
員
は
全
議
員
で
す
。

広
報
特
別
委
員
会

　

議
会
だ
よ
り
の
発
行
な
ど
、
議
会
広
報

に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

　
　
　

委
員
長　
　

江　

口　

正　

夫

　
　
　

副
委
員
長　
　

齋　

藤　

裕　

子

　
　
　

委　
　

員　
　

戸
津
川　

晴　

美

　
　
　

委　
　

員　
　

鈴　

木　

新
津
男

　
　
　

委　
　

員　
　

米　

澤　

ま
き
子

　
　
　

委　
　

員　
　

昌　

浦　

泰　

已

組
合
等
議
会
議
員 

●
宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

米　

澤　

ま
き
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

昌　

浦　

泰　

已

●
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

江　

口　

正　

夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

惠　

子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹　

谷　

英　

昭

●
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
津
川　

晴　

美
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市民の 
　　　　
市民の 
　　　　

議会新体制発足～委員会などの構成メンバー決まる～
　地方自治法で普通地方公共団体の議会議員任期は４年と決まっており、
現在の本市議会議員の任期は平成31年の９月までです。多賀城市では、こ
の４年間の折り返し地点である２年を区切りとして、役職の改選を行って
います。
　このため、９月12日に開会した定例会の初日に、議長および副議長を指
名推選により決定し、各組合等議会議員を選任しました。
　翌日の13日には、多賀城創建1300年事業調査特別委員会委員の選任を
行い、26日に議会運営委員会委員および各常任委員会委員の選任を行い、
新体制がスタートしました。

　　　氏　名　　　　　所属会派　
◎金　野　次　男　   自由民主党
○佐　藤　惠　子　　日本共産党
　江　口　正　夫　   自由民主党
　根　本　朝　栄　   公　明　党
　竹　谷　英　昭　　新世紀クラブ
　板　橋　惠　一　　無　会　派

　　　氏　名　　　　　所属会派
◎森　　　長一郎　　自由民主党
○鈴　木　新津男　　自由民主党
　中　田　定　行　　日本共産党
　齋　藤　裕　子　　公　明　党
　雨　森　修　一　　民政クラブ
　吉　田　瑞　生　　自由民主党

　市の政策のうち、総合計画や財政、産業経済の振興、税
金のこと、生活環境のことなどを調査し、市民代表の立場
からチェックします。

◎委員長　○副委員長　　　　　　　　　　　

　市長や教育委員会が行う政策のうち、小中学校の教育、
芸術文化の向上、健康や福祉に関する仕事を調査し、市
民代表の立場からチェックします。

◎委員長　○副委員長

　市の政策のうち、水道の仕事や道路、公園、住宅、下水
道などに関する仕事を調査し、市民代表の立場からチェッ
クします。

◎委員長　○副委員長　　　　　　　　　　　

総務経済常任委員会

文教厚生常任委員会

建設水道常任委員会

　　　氏　名　　　　　所属会派　　
◎阿　部　正　幸　   公　明　党
○米　澤　まき子　   自由民主党　
　戸津川　晴　美　　日本共産党　
　伏　谷　修　一　   自由民主党　
　藤　原　益　栄　　日本共産党　
　昌　浦　泰　已　   市民クラブ　
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より、目に見える形により、目に見える形に

◆創造的復興に向けた大規模プロジェクト
　◇中心市街地形成事業が最終局面を迎えました
　　（多賀城駅前交番が開所しました）
　◇津波復興拠点整備事業における立地協定が進み、複数事業者
　　が操業を開始しました

◆復興事業
　◇最後の宮内地区災害公営住宅が完成するとともに、同地区の
　　被災市街地復興土地区画整理事業が大きく進捗しました
　◇大区画ほ場整備に係る工事が本格化しました
　◇内水排除困難地域における排水機能向上のための雨水幹線、
　　ポンプ施設の整備のうち、大代雨水枝線工事および大代雨水
　　ポンプ場工事が完了しました

　まもなく発展期へ

震災以降最も小さい規模となった決算
　　平成 28年度事業の特徴は…

　９月12日から９月29日まで、18日間の
会期で第３回定例会を開催しました。
　今議会の焦点は平28年度決算の審査で
した。市民の税金がどのように使われ、そ
の結果どのような成果を生み出したか審査
しました。その他条例２件、補正予算案８
件などの審議を行いました。

すぐ近くに駅前交番のある多賀城駅前公園
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復興への歩み。　　復興への歩み。　　
震災復興再生期から　

28年度
－
－

9.4%
19.6%

27年度
－
－

10.6%
20.1%

早期健全化基準
13.03%以上
18.03%以上
25.0%以上
350.0%以上

歳入決算額　　 
31,233,035,767
1,818,009,850
7,010,687,420
551,917,413
3,714,198,459
7,585,783,050
51,913,631,959

歳出決算額　　  
28,979,883,319
1,818,009,850
6,728,971,539
548,331,113
3,574,727,273
5,788,083,440
47,438,006,534

差し引き額　　 
2,253,152,448

0
281,715,881
3,586,300

139,471,186
1,797,699,610
4,475,625,425

区　　分 
一 般
災害公営住宅整備事業
国 民 健 康 保 険
後期高齢者医療
介 護 保 険
下 水 道
合　　計

収　入　　　
1,707,567,000
203,107,000

支　出　　　
1,604,385,000
662,614,000

差し引き額　  
103,182,000
-459,507,000

一般会計及び特別会計決算 単位：円

区　　分
収益的収支（消費税など抜き）
資本的収支（消費税など込み）

単位：円水道事業会計決算

区　　分
財 政 力 指 数
経 常 収 支 比 率
公 債 費 比 率

財政状況
28年度 
0.679
105.6%
7.4%

27年度 
0.677
101.6%
9.1%

　　　　　   　　備　　　　　考
1.000に近いほど財政力がある
80%を超えると財政の弾力性が失われる
10%を超さないのが望ましい

黒字のため「－」表示
黒字のため「－」表示

区　　分
実 質 赤 字 比 率
連結実績赤字比率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

財政健全化判断比率（水道、下水道会計を除く）

※資本的収支不足額は、損益勘定留保資金などで補てんしました。

※早期健全化基準は、早期健全化・再生の必要性を判断するための基準であり、この基準以上である場合には、当該
　健全化判断比率を公表した年度の末日までに「財政健全化計画」を定めなければなりません。

完成した宮内地区災害公営住宅

特
別
会
計
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成反対討論 

自
由
民
主
党
　
米
　
澤
　
ま
き
子

公
明
党
　
齋
　
藤
　
裕
　
子

賛成
復
旧
復
興
と
並
行
で
進
め
た
中
心
市
街
地
形
成
事
業
の
完
了
に
評
価

復
興
事
業
の
成
果
に
よ
り
、
生
活
再
建
も
前
進

賛成

6

賛
成
反
対
討
論

　

前
年
度
か
ら
の
繰
越
分
の
規
模
は
、
震
災
以
降
、
依
然
大
き
い
規
模
で

推
移
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
決
算
規
模
は
、
震
災
以
前
の
規
模
に

近
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
事
業
の
規
模
や
国
の
採
択
が
関
わ
る
事
業

は
採
択
後
速
や
か
に
予
算
化
し
、
事
業
の
完
了
を
早
い
時
期
に
見
ら
れ
る

よ
う
進
め
て
き
ま
し
た
。「
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
の
中
心
市
街
地

形
成
事
業
は
概
ね
完
了
し
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、熱
い
思
い
を
持
っ

た
全
国
か
ら
の
自
治
法
派
遣
職
員
の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
そ
の

手
腕
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
回
「
新
地
方
公
会
計
制
度
」
に
よ
り
「
固
定
資
産
台
帳
」
の
整
備
が

必
要
と
な
り
、
老
朽
化
対
策
と
引
き
続
き
公
の
施
設
の
使
用
料
や
手
数
料

な
ど
の
受
益
者
負
担
の
適
正
化
な
ど
、
計
画
的
な
財
政
運
営
と
財
政
規
模

平
成
28
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、
決
算
総
額
で

は
、
復
興
事
業
が
多
く
反
映
さ
れ
、
過
去
最
大
の
決
算
と
な
っ
た
平
成
27

年
度
と
比
較
す
る
と
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
復
興
計
画
の
再
生
期
３
年

目
に
あ
た
り
、
復
興
事
業
も
一
息
つ
い
た
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
税
の
収
納
率
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
急

激
に
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
そ
の
後
年
々
上
昇
し
、
平
成
28
年
度
は
98
・

04
％
と
、
県
内
14
市
の
な
か
で
、
前
年
度
に
引
き
続
き
ト
ッ
プ
の
収
納
率

を
納
め
て
お
り
、
市
当
局
の
ご
努
力
を
評
価
し
ま
す
。

　

津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業
「
さ
ん
み
ら
い
多
賀
城
・
復
興
団
地
」
で
は
、

立
地
協
定
を
10
社
と
締
結
し
て
お
り
、
現
在
４
社
が
操
業
を
開
始
さ
れ
順

調
に
事
業
が
進
し
ん
ち
ょ
く
捗
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
最
後
の
宮
内
地
区
の
住
宅
が

で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
5
3
2
戸
全
て
が
完
成
し
、
被
災
者
の
生
活
再

建
が
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
規
事
業
の
「
１
歳
児
育
児
体
験
事
業
」
は
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
て
月
１
回
開
催
さ
れ
、
参
加
率
は
６
割
に
達
し
て
お
り
、
参

加
者
の
満
足
度
も
99
％
と
大
変
好
評
の
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
対
象
年
齢
を
拡
大

し
、
本
年
10
月
か
ら
は
高
校
３
年
生
ま
で
対
象
年
齢
が
拡
大
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
市
長
の
英
断
を
評
価
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
り
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
作
成
さ
れ
た
市

民
の
方
は
、
平
成
28
年
８
月
１
日
よ
り
、
コ
ン
ビ
二
で
印
鑑
登
録
証
明

を
意
識
し
な
が
ら
取
り
組
む
べ
き
と
認
識
い
た
し
ま
す
。

　

子
育
て
関
連
で
は
、「
１
歳
児
育
児
体
験
事
業
」
と
「
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
で
の
保
護
者
の
育
児
不
安
解
消
と
現
場
で
の
職
員
の
議
論

と
経
験
か
ら
伝
え
る
多
く
の
理
解
あ
る
視
点
を
評
価
い
た
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
民
間
へ
の
一
部
委
託
、
広
域
連
携
、
官
民
連
携
の

検
討
に
取
り
組
み
、
経
営
の
健
全
性
の
強
化
を
評
価
い
た
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
６
年
半
と
な
り
、
平
成
28
年
度
で
「
災
害
公
営

住
宅
の
整
備
」
が
全
て
完
了
し
ま
し
た
。
防
災
、
高
齢
者
相
談
、
コ
ミ
ュ

二
テ
ィ
の
形
成
と
い
っ
た
共
通
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
整
備
さ
れ
ま
し
た

事
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。



賛

日
本
共
産
党
　
中
　
田
　
定
　
行

反対

市
民
の
く
ら
し
第
一
の
市
政
に

平成28年度決算　

7

賛
成
反
対
討
論

 

【
政
策
１
】
の
安
全
・
快
適
分
野
に
つ
い
て
で
す
。
宮
内
地
区
の
住
宅
地

に
隣
接
す
る
鉄
く
ず
の
山
が
改
め
て
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
工
業
専
用
地
域
の
な
か
へ
の
住
宅
地
設
定
に
反
対
し
ま
し
た
が
、

当
局
は
強
行
し
ま
し
た
。
こ
う
な
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
た
の
で
す
か

ら
市
の
責
任
で
必
ず
解
決
す
べ
き
で
す
。
仙
石
線
以
北
の
高
崎
雨
水
幹
線

の
整
備
は
い
よ
い
よ
待
っ
た
な
し
で
す
。
大
雨
時
の
汚
水
管
溢
水
問
題
に

着
手
し
た
こ
と
は
評
価
し
ま
す
。

 

【
政
策
２
】
の
健
康
・
福
祉
分
野
に
つ
い
て
で
す
。
子
ど
も
医
療
費
助
成

の
拡
大
は
評
価
し
ま
す
。
国
保
会
計
は
２
億
８
千
万
円
の
黒
字
と
な
り
、

28
年
度
末
の
基
金
残
高
は
８
億
４
千
万
円
と
な
り
ま
す
。
残
高
は
年
々
上

昇
し
て
お
り
、
国
保
税
は
引
き
下
げ
る
べ
き
で
す
。
西
部
バ
ス
の
運
賃
を

２
０
０
円
か
ら
１
０
０
円
に
す
る
の
に
必
要
な
金
額
は
年
間
３
０
０
万
円

で
す
。
実
施
し
な
い
の
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

 

【
政
策
３
】
教
育
・
文
化
分
野
に
つ
い
て
で
す
。
学
校
教
育
・
社
会
教
育

と
も
に
施
設
整
備
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
評
価
し
ま
す
。
図
書
館
の
図

書
貸
し
出
し
総
数
が
87
万
６
千
冊
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度
は

41
万
５
千
冊
で
し
た
。
駅
前
に
移
転
し
床
面
積
が
倍
、
予
算
が
３
倍
に
な

る
な
か
で
こ
れ
は
胸
を
は
れ
る
数
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
図
書
費
が
微
増

書
や
住
民
票
な
ど
各
種
証
明
書
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
利
便
性
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
申
請
件
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

一
層
の
ご
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
別
史
跡
多
賀
城
跡
復
元
事
業
に
つ
い
て
は
、平
成
28
年
度
に
お
い
て
、

２
回
に
わ
た
り
、
多
賀
城
南
門
等
復
元
整
備
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

議
会
に
も
そ
の
内
容
が
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
整
備
方
針
に

つ
い
て
、
一
日
も
早
い
決
断
を
期
待
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
総
合
事
業
が
開
始

さ
れ
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
ポ
イ
ン
ト
事
業
お
よ
び
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
催
な
ど
先
進
的
な
取
り
組

み
で
、介
護
予
防
の
意
識
向
上
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
で
は
、平
成
27
年
度
か
ら
値
下
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

１
億
円
以
上
の
純
利
益
を
上
げ
て
い
ま
す
。
年
間
総
配
水
量
は
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
年
間
有
収
水
量
が
増
加
し
て
お
り
、
定
期
的
な
漏
水
業
務
、

老
朽
管
敷
設
工
事
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た
上
水
道
部
の
ご
努
力
を

評
価
し
、
以
上
平
成
28
年
度
決
算
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

の
１
５
８
９
万
円
な
の
も
気
に
な
り
ま
す
。

 

【
政
策
４
】
環
境
分
野
に
つ
い
て
で
す
。
仙
台
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

10
月
か
ら
石
炭
火
力
発
電
を
本
格
稼
働
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

地
球
温
暖
化
対
策
に
逆
行
し
て
い
ま
す
。
７
自
治
体
と
同
社
は
平
成
28
年

３
月
に
協
定
書
を
結
ん
で
い
ま
す
が
、
二
酸
化
炭
素
や
Ｐ
Ｍ
２・
５
は
規

制
項
目
に
無
く
、協
定
を
見
直
す
べ
き
で
す
。放
射
性
汚
染
廃
棄
物
の
い
っ

せ
い
焼
却
問
題
も
発
生
し
ま
し
た
。
焼
却
は
大
気
中
に
放
射
線
物
質
を
ま

き
散
ら
す
結
果
と
な
る
の
で
、
市
長
の
容
認
姿
勢
は
問
題
で
す
。

 

【
政
策
５
】
多
賀
城
の
活
性
化
に
関
し
て
、
東
大
寺
展
の
意
義
は
理
解
し

ま
す
が
、
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
事
業
の
構
想
も
、
南
門
復
元
の
結
論

も
出
な
い
段
階
で
、
３
億
円
も
か
け
東
大
寺
展
を
行
う
の
は
バ
ラ
ン
ス
に

欠
け
ま
す
。

　

最
後
に
財
政
に
関
し
て
で
す
。
財
政
力
指
数
の
高
い
と
こ
ろ
が
経
常
収

支
比
率
の
高
い
傾
向
に
あ
る
の
は
、
現
在
の
地
方
財
政
制
度
に
問
題
が
あ

る
と
思
わ
れ
、
解
明
が
必
要
で
す
。
仙
台
港
の
開
港
に
よ
り
八
幡
・
桜
木

地
区
の
治
水
環
境
が
劇
的
に
悪
化
し
た
の
に
、
本
市
の
み
が
負
担
を
負
う

の
は
理
不
尽
で
す
。
大
企
業
の
内
部
留
保
は
初
め
て
４
０
０
兆
円
を
超
え

ま
し
た
。適
切
に
課
税
し
暮
ら
し
と
自
治
体
財
政
改
善
に
使
う
べ
き
で
す
。
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第 3回定例会　市長が提出した議案

1 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

人権擁護委員に鈴木たけの氏（高橋）を推薦することに同意しました。

2 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

教育委員会委員に浅野憲隆氏を任命することに同意しました。

3 多賀城市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例につい
て

地域の自主性および自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律の公布によ
り、所要の改正を行いました。

4 多賀城市介護保険条例の一部を改正する条例について

過料の規定について、調査対象者が拡大されたことに伴い、所要の改正を行いました。

5 工事請負契約の締結について（平成29年度多賀城市津波復興拠点整備事業（道路築造工事））

6 工事請負契約の締結について（平成29年度公共下水道雨水工事（八幡-1-16工区））

7 工事請負契約の締結について（平成29年度公共下水道雨水工事（八幡-1-17工区））

8 平成28年度多賀城市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

9 平成28年度多賀城市一般会計決算及び各特別会計決算の認定について

10 平成28年度多賀城市水道事業会計決算の認定について

（8～10）平成28年度の決算について認定しました。

11 平成29年度多賀城市一般会計補正予算(第3号)

ふるさと多賀城応援基金・東日本大震災復興交付金事業基金の積立金増額、ふるさと・多賀城応援寄附事業、
多賀城公園野球場復旧事業など、一般会計で7億6千42万8千円を追加しました。

12 平成29年度多賀城市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

13 平成29年度多賀城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

14 平成29年度多賀城市介護保険特別会計補正予算（第1号）

15 平成29年度多賀城市下水道事業特別会計補正予算（第1号）

16 平成29年度多賀城市水道事業会計補正予算(第1号)

17 工事請負契約の締結について（平成29年度（都）清水沢多賀城線橋梁上部工工事（砂押川部・仙石線部））

18 和解及び損害賠償の額の決定について

19 平成29年度多賀城市一般会計補正予算(第４号)

20 平成29年度多賀城市一般会計補正予算(第５号)

議
案
一
覧



第3回定例会　表決一覧

請
願
・
陳
情

　

請
願
や
陳
情
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接
議
会
に
届
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

今
定
例
会
で
は
、
第
２
回
定
例
会
に
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
て

い
た
２
件
の
請
願
の
審
査
結
果
と
３
件
の
陳
情
が
議
会
で
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

請　

願

◆
宮
城
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
案
に
係
る
意
見
書
採
択
に
つ
い

て
の
請
願
書

　

↓
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
会
議
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

（
本
会
議
で
採
択
を
支
持
し
た
議
員
５
名
）

　
◆
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
政
府
に
対

す
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

↓
総
務
経
済
常
任
委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
会
議
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

（
本
会
議
で
採
択
を
支
持
し
た
議
員
６
名
）

　
陳　

情

◆
「
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
関
す
る
意
見
書
採
択
」
に
関
す
る

陳
情
に
つ
い
て

◆
割
増
商
品
券
発
行
事
業
に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て

◆
平
成
30
年
度
理
科
教
育
設
備
整
備
費
等
補
助
金
予
算
増
額
計
上
に

つ
い
て
の
お
願
い

9

案
件
等
の
番
号

自由民主党 日本共産党 公明党 民 市 新 無
審
議
結
果

鈴
木
新
津
男

江
口　

正
夫

伏
谷　

修
一

米
澤
ま
き
子

金
野　

次
男

森　

長
一
郎

吉
田　

瑞
生

中
田　

定
行

戸
津
川
晴
美

藤
原　

益
栄

佐
藤　

惠
子

阿
部　

正
幸

齋
藤　

裕
子

根
本　

朝
栄

雨
森　

修
一

昌
浦　

泰
已

竹
谷　

英
昭

板
橋　

惠
一

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
公
正
中
立
の
立
場
か
ら
表
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

意見なし同意
2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
9 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
15 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
　表示の説明　賛成は○　反対は×　
　　　　　　　会派名　自由民主党＝自由民主党多賀城市議団　日本共産党＝日本共産党多賀城市議団
　　　　　　　　　　　公明党＝公明党多賀城市議団　民＝民政クラブ　市＝市民クラブ　新＝新世紀クラブ
　　　　　　　　　　　板橋議長は公正を期すため無会派になります。        
           

各議員が出した結論は

表
決
一
覧
・
陳
情



　
阿
部
　
正
幸

　
自
由
民
主
党
　
吉
田
　
瑞
生

■一
災
害
公
営
住
宅
の
一
般
公
募
に
つ
い
て

■二
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

■三「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」へ
利
子
補
給
制
度

の
創
設
に
つ
い
て

鶴
ヶ
谷
一
丁
目
に
隣
接
す
る
国
道

45
号
の
陥
没
と
地
盤
沈
下
の
歩
道

と
側
溝
整
備
を
国
交
省
に
要
望
を

一
問　

一
般
市
営
住
宅
の
応
募
者
は
多

く
、
高
い
倍
率
と
な
っ
て
お
り
、
希
望

者
が
入
居
で
き
な
い
状
況
で
す
。
年
内

を
目
途
に
一
般
公
募
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。　

答　

被
災
者
の
意
向
変
更
に
対
応
で
き

る
よ
う
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
空
き
住
戸
の
状
況
を
み
な
が
ら
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

二
問　

①
個
人
消
費
の
喚
起
を
促
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
多

賀
城
・
七
ヶ
浜
商
工
会
と
連
携
し
て
２

割
増
商
品
券
を
発
行
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
②
「
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振

興
条
例
」
の
制
定
に
向
け
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

①
２
割
増
商
品
券
の
発
行
に
向
け

て
、
関
係
す
る
七
ヶ
浜
町
お
よ
び
多
賀

城
・
七
ヶ
浜
商
工
会
と
協
議
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
②
現
在
、
年
度
内
の
条

例
制
定
に
向
け
て
、
協
議
を
重
ね
て
お

り
ま
す
。

三
問　

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
経
済
的

負
担
の
軽
減
と
教
育
の
機
会
均
等
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
の
利
用
者
に
対
し
て
、
利
子
補
給

制
度
を
創
設
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

現
在
、
国
の
施
策
と
し
て
高
等
学

校
等
就
学
支
援
金
制
度
が
あ
り
、
家
庭

の
教
育
費
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
宮
城
県
や
県
社
会
福
祉
協
議

会
が
教
育
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け

る
制
度
を
設
け
て
い
る
た
め
、
市
独
自

の
利
子
補
給
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。

問　

国
道
45
号
に
隣
接
す
る
鶴
ヶ
谷
一

丁
目
地
内
の
、
多
賀
城
中
学
校
か
ら

ザ
・
ビ
ッ
ク
間
の
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル

の
歩
道
整
備
を
国
土
交
通
省
に
要
望
し

て
く
だ
さ
い
。
３
・
11
東
日
本
大
震
災

の
被
害
で
陥
没
と
地
盤
沈
下
を
受
け
ま

し
た
が
、
応
急
の
仮
復
旧
工
事
の
実
施

に
と
ど
ま
っ
て
い
て
、
問
題
を
残
し
て

い
る
現
状
に
あ
る
た
め
で
す
。
こ
の
未

整
備
問
題
解
決
の
た
め
に
、
全
面
的
に

側
溝
を
入
れ
替
え
て
基
盤
の
基
礎
工
事

を
実
施
し
、
全
体
的
に
歩
道
の
路
面
を

整
備
し
て
、
歩
行
者
の
安
全
性
を
確
保

し
た
歩
道
路
通
行
環
境
の
改
善
を
図
っ

て
く
だ
さ
い
。

答　

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
課

を
通
し
て
国
土
交
通
省
に
伝
え
て
お
り
、

国
土
交
通
省
か
ら
は
、
段
差
の
大
き
い

箇
所
に
つ
い
て
は
、
既
に
工
事
を
完
了

し
て
お
り
、
側
溝
を
除
く
歩
道
路
面
の

補
修
に
つ
い
て
は
、
準
備
が
整
い
次
第

着
手
す
る
旨
の
回
答
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
当
該
個
所
に
つ
い
て

は
、
電
線
共
同
溝
事
業
の
整
備
予
定
区

間
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
事
業

会 一 般 質 問

に
併
せ
て
、
側
溝
を
含
む
歩
道
の
全
面

的
な
整
備
を
行
う
予
定
で
あ
る
旨
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

地
盤
沈
下
し
た
歩
道
の
側
溝
を
舗
装
・

仮
復
旧
工
事
の
ま
ま
に
放
置
。

公
明
党

鶴ヶ谷災害公営住宅
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日
本
共
産
党
　
藤
原
　
益
栄

 

一
問　

厚
労
省
の
通
知
に
よ
る
第
３
回

試
算
で
は
、
激
変
緩
和
方
針
を
と
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
県
は
試
算
結
果
を
公

表
せ
ず
、
市
民
は
来
年
の
保
険
税
が
ど

う
な
る
か
不
安
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。

市
の
来
年
度
の
国
保
税
が
ど
う
な
る
の

か
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

今
後
、
県
か
ら
公
表
さ
れ
る
納
付

金
等
の
試
算
結
果
と
と
も
に
、
次
年
度

に
お
け
る
被
保
険
者
数
並
び
に
税
収
な

ど
の
推
計
、
保
険
給
付
費
等
の
支
出
の

見
通
し
を
踏
ま
え
、
資
産
割
の
廃
止
に

向
け
た
検
討
も
行
っ
た
上
で
、
今
後
の

方
針
を
説
明
す
る
機
会
を
設
け
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

二
問　

仙
台
パ
ワ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

石
炭
使
用
の
試
験
運
転
に
入
っ
て
い
ま

す
。
多
賀
城
市
と
し
て
の
対
応
を
お
伺

い
し
ま
す
。
ま
た
、
公
害
防
止
協
定
の

見
直
し
に
つ
い
て
の
対
応
と
公
害
防
止

協
定
締
結
の
際
の
具
体
的
な
話
は
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
も
伺

い
ま
す
。

答　

大
気
環
境
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

宮
城
県
に
対
し
大
気
汚
染
常
時
監
視
測

第 3 回 定 例

定
局
の
早
期
設
置
を
強
く
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。
協
定
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
に
協
定
書
を
補
完
す
る

た
め
の
「
協
定
細
目
」
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
、
９
月
21
日
に
締
結
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
協
定
で
は
、
測
定
す
る
環

境
負
荷
項
目
と
測
定
結
果
の
自
治
体
へ

の
報
告
期
日
や
、
地
域
住
民
か
ら
の
要

望
等
に
真
摯
な
対
応
を
す
る
こ
と
、
測

定
結
果
の
住
民
へ
の
公
表
を
行
う
こ
と

な
ど
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

いまだ仮整備の高崎雨水幹線（高崎３丁目）

■一
子
育
て
支
援
強
化

■二
特
別
史
跡
の
公
有
化
と
維
持
費

負
担

■三
高
崎
雨
水
幹
線
の
整
備

■一
平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
は
ど
う
な
る
か

■二
石
炭
火
力
発
電
所
へ
の
対
応
は

ど
う
か

　
日
本
共
産
党
　
中
田
　
定
行

三
問　

八
幡
・
高
橋
な
ど
他
の
幹
線
整

備
の
目
途
が
た
っ
た
の
で
、
い
よ
い
よ

仙
石
線
以
北
の
高
崎
雨
水
幹
線
整
備
に

着
手
す
べ
き
で
す
。

答　

本
年
７
月
に
平
成
30
年
度
の
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
に
お
け
る

概
算
要
望
を
行
っ
て
お
り
、
採
択
さ
れ

た
場
合
に
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
測
量

調
査
及
び
実
施
設
計
業
務
に
着
手
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
問　

わ
が
国
の
子
ど
も
の
貧
困
化
率

は
主
要
国
の
中
で
依
然
高
く
、
対
策
は

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市

の
準
要
保
護
の
基
準
は
県
内
14
市
中
10

位
で
あ
り
、
充
実
を
求
め
ま
す
。

答　

準
要
保
護
認
定
基
準
は
、
自
治
体

間
の
違
い
を
単
純
に
比
較
で
き
ま
せ
ん
。

支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒
及
び
そ
の
家

族
に
対
し
て
は
、
経
済
的
支
援
の
み
な

ら
ず
総
合
的
な
支
援
を
幅
広
く
展
開
し

て
い
ま
す
。

二
問　

特
別
史
跡
多
賀
城
跡
の
公
有
化

は
、
国
が
80
％
、
県
10
％
、
市
10
％
の

枠
組
み
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
現

在
県
は
３
・
２
％
し
か
負
担
し
て
い
ま

せ
ん
。
元
に
戻
す
よ
う
求
め
る
と
と
も

に
、
現
在
毎
年
２
千
万
円
を
要
し
て
い

る
維
持
費
に
も
国
・
県
の
助
成
措
置
を

求
め
る
べ
き
で
す
。

答　

本
市
の
財
政
状
況
に
鑑
み
れ
ば
、

最
低
で
も
公
有
化
事
業
の
10
％
に
相
当

す
る
金
額
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
よ
う

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
維
持
費
に
つ

い
て
も
他
の
市
町
村
と
連
携
・
協
力
を

し
な
が
ら
要
望
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
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市
民
ク
ラ
ブ
　
昌
浦
　
泰
已

今
後
、
発
生
が
予
想
さ
れ
る

孤
独
死
・
無
縁
死
に
関
す
る

考
え
方
を
問
う

問　

①
２
０
１
５
年
の
国
勢
調
査
に
よ

れ
ば
、
県
内
26
市
町
村
で
人
口
が
減
少

し
、
仙
台
市
へ
の
一
極
集
中
が
進
ん
で

い
ま
す
。
本
市
の
将
来
人
口
予
測
で
は
、

２
０
４
０
年
に
は
約
５
万
６
千
人
に
減

少
し
、
少
子
高
齢
化
が
一
段
と
進
み
ま

す
。
こ
の
た
め
、
本
市
は
第
五
次
総
合

計
画
な
ら
び
に
地
方
創
生
総
合
戦
略
に

よ
り
、
人
口
減
少
抑
制
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
若
い
世
代
の
移

住
・
定
住
支
援
の
具
体
策
が
必
要
と
考

え
ま
す
。
①
年
少
人
口
な
ど
の
減
少
対

策
は
。
②
若
い
世
代
の
同
支
援
の
具
体

策
は
。
③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
同
支
援
情

報
を
、
ま
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口

な
ど
を
開
設
す
べ
き
で
は
。
④
市
町
村

へ
の
県
の
同
支
援
策
は
。
⑤
Ｕ
タ
ー
ン

学
生
な
ど
の
地
元
企
業
就
職
者
へ
の
奨

学
金
減
免
制
度
の
設
置
を
県
に
要
望
す

べ
き
で
は
。

答　

①
津
波
復
興
拠
点
へ
の
企
業
誘
致
、

文
化
事
業
の
実
施
、
手
厚
い
子
育
て
支

援
な
ど
に
よ
り
、
市
の
魅
力
を
高
め
ま

す
。
②
本
市
が
移
住
・
定
住
の
新
た
な

施
策
を
実
施
す
る
必
要
性
は
低
い
と
考

え
ま
す
。
③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
み

や
ぎ
移
住
ガ
イ
ド
」
へ
の
リ
ン
ク
設
置

を
検
討
し
ま
す
。
県
に
お
い
て
仙
台
市

内
と
東
京
都
内
に
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
る
た
め
、
市
独
自

で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
の
設
置

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
④
県
で
は
「
み

や
ぎ
移
住
ガ
イ
ド
」
の
開
設
や
「
み
や

ぎ
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

に
よ
り
、
市
町
村
の
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
⑤
必
要
に
応
じ
て
働
き
か
け
ま
す
。

問　

独
り
暮
ら
し
世
帯
の
増
加
な
ど
、

将
来
本
市
で
も
孤
独
死
か
ら
無
縁
死
に

つ
な
が
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
状

況
と
思
量
し
、
こ
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

①
市
は
市
内
の
全
て
の
新
聞
販
売
所
と

管
轄
の
警
察
署
に
働
き
か
け
、
何
の
連

絡
も
な
く
高
齢
者
世
帯
の
ポ
ス
ト
に
新

聞
が
何
日
か
溜
ま
っ
て
い
た
場
合
、
新

聞
販
売
所
か
ら
通
報
し
、
警
察
官
が
安

否
確
認
を
す
る
見
守
り
体
制
を
構
築
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

②
市
は
、
独
り
暮
ら
し
で
身
寄
り
が
無

く
、
収
入
・
資
産
が
一
定
額
以
下
の
高

齢
者
の
葬
儀
・
納
骨
な
ど
を
支
援
す
る
、

横
須
賀
市
が
始
め
た
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

プ
ラ
ン
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
お
考
え

に
な
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

答　

①
現
在
、
市
民
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
民
間
事
業
者
と

「
高
齢
者
等
の
見
守
り
活
動
に
関
す
る

協
定
」
の
締
結
を
進
め
て
い
ま
す
。
現

時
点
で
協
定
を
締
結
し
て
い
る
の
は
、

み
や
ぎ
生
活
協
同
組
合
、
河
北
新
報
販

売
店
、
セ
ブ
ン―

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
、
仙
台
市
ガ
ス
局
、
仙
台
農
業
協
同

組
合
で
す
。
郵
便
局
も
同
様
の
取
組
を

し
て
い
ま
す
。
②
孤
独
死
対
策
は
、
本

市
が
こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き

課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
本
市
に
は

公
営
の
墓
地
や
納
骨
堂
が
な
い
た
め
、

無
縁
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
御
遺
骨
は

市
内
の
お
寺
で
お
預
か
り
い
た
だ
く
な

ど
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
も
①
と
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

人
口
減
少
抑
制
の
一
施
策
に

つ
い
て 自

由
民
主
党
　
江
口
　
正
夫
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答
　
相
談
を
受
け
る
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
研
修
を
実
施
し
周
知
す
る
他
、
今
後

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
周
知
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

三
問　

庁
舎
駐
輪
場
は
手
狭
に
な
っ
て

い
ま
す
。
拡
張
が
必
要
で
は
な
い
で
す

か
。

答
　
来
庁
者
用
の
駐
輪
場
は
２
か
所
あ

り
ま
す
が
、
満
車
状
態
が
日
常
的
で
あ

る
た
め
、
新
た
に
３
か
所
目
の
駐
輪
場

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
　
戸
津
川
晴
美

■一
高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返
納

支
援

■二
横
断
歩
道
の
安
全
対
策

■三
核
の
ゴ
ミ
最
終
処
分
場
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
　
佐
藤
　
惠
子

 

一
問　

今
年
度
か
ら
、
市
が
事
業
主
に

送
付
す
る
住
民
税
の
特
別
徴
収
税
額
通

知
書
に
、
従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

記
載
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
本
人
の
同
意
を
得
て
い
な
い
こ
と

や
、
事
業
主
に
大
き
な
負
担
と
な
る
こ

と
な
ど
、
問
題
が
あ
り
ま
す
。
来
年
度

か
ら
不
記
載
と
す
る
よ
う
求
め
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

答
　
特
別
徴
収
税
額
通
知
書
へ
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
は
、
事
業
主
に
は
新

た
な
負
担
と
な
り
、
不
記
載
に
対
す
る

ペ
ナ
ル
テ
ィ
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
な
い
こ
と
や

一
部
の
み
を
記
載
す
る
こ
と
は
、
法
令

上
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
御

理
解
く
だ
さ
い
。

二
問　

市
内
に
は
認
知
症
で
苦
し
ん
で

い
る
方
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

発
症
後
６
カ
月
以
上
経
過
し
た
後
、
医

師
の
診
断
書
が
あ
れ
ば
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
取
得
が
可
能
で
す
。

こ
れ
を
広
報
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

一
問　

①
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し

た
高
齢
者
や
家
族
か
ら
公
共
交
通
な
ど

の
運
賃
割
引
な
ど
を
求
め
る
声
が
あ
り

ま
す
。
県
内
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
る
自
治
体
も
増
え
て
い
ま
す
。
本
市

で
も
自
主
返
納
促
進
の
た
め
、
独
自
の

支
援
措
置
を
求
め
ま
す
。
②
自
主
返
納

者
の
足
確
保
の
た
め
に
国
に
地
域
の
公

共
交
通
事
業
整
備
と
財
源
確
保
の
働
き

か
け
を
。
③
高
齢
者
運
転
適
正
相
談
充

実
の
た
め
、
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
に

看
護
師
な
ど
専
門
家
の
配
置
の
働
き
か

け
を
。

答　

①
本
市
は
公
共
交
通
機
関
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、
市
独
自
の
支
援
策
を
行

う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
②
機
会
を
捉

え
て
財
政
支
援
の
充
実
を
要
望
し
て
い

き
ま
す
。
③
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
は

専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
を
検
討
中
と
の

こ
と
で
す
。

二
問　

Ｊ
Ｒ
多
賀
城
駅
北
口
前
の
信
号

機
の
な
い
横
断
歩
道
は
歩
行
者
や
車
の

通
行
が
多
く
、
安
全
対
策
を
求
め
ま
す
。

答　

照
明
灯
付
き
横
断
歩
道
標
識
の
設

置
に
つ
い
て
塩
釜
警
察
署
に
要
請
し
ま

し
た
が
、
必
要
な
し
と
の
回
答
で
し
た
。

歩
行
者
に
注
意
を
呼
び
か
け
る
看
板
の

設
置
は
道
路
管
理
者
と
協
議
し
検
討
し

ま
す
。

三
問　

政
府
は
核
の
最
終
処
分
場
候
補

地
マ
ッ
プ
を
公
表
し
、
本
市
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
処
分
場
設
置
は
許
さ
な
い

立
場
を
表
明
す
べ
き
で
す
。

答　

核
の
ゴ
ミ
を
多
賀
城
に
も
っ
て
く

る
こ
と
は
絶
対
に
さ
せ
ま
せ
ん
。

■一
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
運
用
に
つ
い
て

■二
認
知
症
本
人
・
家
族
に
対
す
る

支
援
策
に
つ
い
て

■三
庁
舎
駐
輪
場
整
備
に
つ
い
て

庁舎駐輪場

多
賀
城
駅
前
北
口
横
断
歩
道

13
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喜多方市のオリジナル婚姻届

公
明
党
　
齋
藤
　
裕
子

■一
女
性
の
視
点
を
活
か
し
た
防
災
対
策
に

つ
い
て

■二
お
も
て
な
し
記
念
用
婚
姻
届
な
ど
の
作

成
と
撮
影
パ
ネ
ル
の
設
置
に
つ
い
て

一
問　

①
女
性
の
視
点
が
防
災
対
策
に

反
映
さ
れ
る
様
に
、
地
域
防
災
会
議
に

女
性
の
登
用
が
促
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
視
点
を
防
災
対
策
に
生
か
す
こ
と

は
、
地
域
の
防
災
力
向
上
に
重
要
と
考

え
ま
す
。
本
市
の
防
災
会
議
へ
の
女
性

委
員
の
登
用
状
況
と
女
性
視
点
の
防
災

対
策
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

②
女
性
の
防
災
へ
の
参
画
を
促
し
、
地

域
な
ど
の
防
災
活
動
の
中
核
と
な
る
女

性
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
へ
の
取
り
組

み
と
、
女
性
視
点
の
防
災
対
策
ブ
ッ
ク

の
作
成
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

①
市
防
災
会
議
に
お
け
る
女
性
委

員
の
登
用
は
８
％
で
全
国
平
均
並
み
で

す
。
防
災
対
策
は
男
女
双
方
の
視
点
に

十
分
配
慮
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

②
防
災
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
防
災
対
策
ブ
ッ

ク
作
成
に
つ
い
て
は
、
津
波
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
改
定
事
業
に
お
い
て
、

「
男
女
共
同
に
よ
る
防
災
」
を
よ
り
明

確
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
問　

新
し
い
人
生
を
歩
ま
れ
る
お
二

人
の
門
出
に
一
生
の
思
い
出
と
記
念
に

な
る
よ
う
な
、
多
賀
城
市
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
婚
姻
届
を
作
成
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
同
様
に
記
念
に
残
る
出
生
届
の

作
成
と
記
念
撮
影
用
の
パ
ネ
ル
設
置
に

つ
い
て
併
せ
て
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。

答　

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
な
ど
の
作
成

と
記
念
パ
ネ
ル
の
設
置
に
つ
い
て
、
有

意
義
な
御
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
課
題
な
ど
の
整
理
や
先
進
地
事

例
の
情
報
収
集
に
努
め
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

　

平
成

　

平
成
2929
年
７
月
７
日
、
午
前
と
午
後
に

年
７
月
７
日
、
午
前
と
午
後
に

分
け
て
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

分
け
て
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

例
年
、
常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査

　

例
年
、
常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査

は
年
度
の
は
じ
め
に
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

は
年
度
の
は
じ
め
に
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

「
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
」
で
は
今
年
度
、

「
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
」
で
は
今
年
度
、

所
管
の
新
規
事
業
開
設
が
見
込
ま
れ
て
い

所
管
の
新
規
事
業
開
設
が
見
込
ま
れ
て
い

た
た
め
、
時
期
を
７
月
と
い
た
し
ま
し
た
。

た
た
め
、
時
期
を
７
月
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
保
健
福
祉
部
の
重
点
事
業
で
あ

　

午
前
は
保
健
福
祉
部
の
重
点
事
業
で
あ

る
「
子
育
て
支
援
」「
高
齢
者
福
祉
」
な
ど

る
「
子
育
て
支
援
」「
高
齢
者
福
祉
」
な
ど

に
つ
い
て
、
午
後
か
ら
は
教
育
委
員
会
の

に
つ
い
て
、
午
後
か
ら
は
教
育
委
員
会
の

重
点
事
業
で
あ
る
「
学
校
教
育
」「
文
化
財

重
点
事
業
で
あ
る
「
学
校
教
育
」「
文
化
財

活
用
」
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
重
点

活
用
」
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
重
点

項
目
の
説
明
を
受
け
た
後
、
活
発
な
質
疑

項
目
の
説
明
を
受
け
た
後
、
活
発
な
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
施
設
の
現
地
調
査
も
行
い
ま
し

　

当
日
は
施
設
の
現
地
調
査
も
行
い
ま
し

た
。
小
・
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童

た
。
小
・
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童

生
徒
の
割
合
が
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い

生
徒
の
割
合
が
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い

る
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た

る
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た

に
５
月
に
開
設
さ
れ
た
「
子
ど
も
の
心
の

に
５
月
に
開
設
さ
れ
た
「
子
ど
も
の
心
の

ケ
ア
ハ
ウ
ス
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
運
営

ケ
ア
ハ
ウ
ス
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
運
営

事
業
の
説
明
・
質
疑
を
行
い
、
支
援
体
制

事
業
の
説
明
・
質
疑
を
行
い
、
支
援
体
制

の
充
実
・
改
善
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待

の
充
実
・
改
善
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
、
次
の
「
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー
」
に

し
て
、
次
の
「
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー
」
に

向
か
い
ま
し
た
。

向
か
い
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
県
立
利
府
支
援
学
校
の

　

こ
の
施
設
は
、
県
立
利
府
支
援
学
校
の

向
か
い
に
位
置
し
て
お
り
、
在
宅
の
障
害

向
か
い
に
位
置
し
て
お
り
、
在
宅
の
障
害

児
・
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
常

児
・
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
常

時
相
談
・
緊
急
対
応
に
当
た
り
ま
す
。
ま

時
相
談
・
緊
急
対
応
に
当
た
り
ま
す
。
ま

た
、併
設
の
「
利
府
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
」

た
、併
設
の
「
利
府
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
」

は
、
障
害
児
を
対
象
と
し
た
保
育
所
等
訪

は
、
障
害
児
を
対
象
と
し
た
保
育
所
等
訪

問
支
援
や
、
同
セ
ン
タ
ー
に
通
う
未
就
学

問
支
援
や
、
同
セ
ン
タ
ー
に
通
う
未
就
学

児
の
発
達
支
援
、
学
童
期
以
降
の
障
害
児

児
の
発
達
支
援
、
学
童
期
以
降
の
障
害
児

を
対
象
と
し
た
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
対
象
と
し
た
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

を
行
っ
て
い
ま
す
。

「子どもの心のケアハウス」で説明を受ける委員

（平成29年7月7日時点）
※第３回定例会で委員の構
　成が変更となっています。
　　　　（参考：本誌３頁）
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文教厚生常任委員会
　委 員 長　米澤まき子
　副委員長　阿部　正幸
　委　　員　戸津川晴美
　委　　員　鈴木新津男
　委　　員　藤原　益栄
　委　　員　吉田　瑞生

一
般
質
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・
常
任
委
員
会
行
政
視
察
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あ
ん
な
こ
と
こ
ん
な
こ
と
議
論
の
足
跡

◆
決
算
特
別
委
員
会
◆

防
災
キ
ャ
ン
プ
の

　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

質　

防
災
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
参
加
児
童
に

よ
る
炊
き
出
し
体
験
が
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
災
害
時
の
食
事
の

確
保
は
大
変
重
要
な
の
で
、
野
外
炊
飯
な

ど
の
炊
き
出
し
体
験
を
取
り
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

答　

平
成
28
年
度
の
防
災
キ
ャ
ン
プ
で

は
、
他
の
災
害
体
験
と
の
関
係
も
あ
り
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
的
に
炊
き
出
し
体
験
を
取

り
入
れ
る
こ
と
が
困
難
で
し
た
。
そ
の
よ

う
な
反
省
も
踏
ま
え
、
平
成
29
年
度
に
実

施
し
た
防
災
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
ア
ル
ミ
缶

を
利
用
し
た
炊
飯
体
験
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。

※
防
災
キ
ャ
ン
プ
と
は
、
災
害
や
被
災
時

の
対
応
の
理
解
、
学
校
な
ど
を
避
難
所
と

し
た
生
活
体
験
な
ど
の
防
災
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
践
を
と
お
し
て
、
防
災
教
育
の

観
点
に
立
っ
た
青
少
年
の
体
験
活
動
で

す
。

地
区
集
会
所
整
備
に
つ
い
て

質　

平
成
28
年
度
は
地
区
集
会
所
の
整
備

に
つ
い
て
、
県
の
被
災
地
域
交
流
拠
点
施

設
整
備
事
業
補
助
金
を
活
用
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
27
年

度
は
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
で
す

か
。

答　

こ
の
補
助
金
は
平
成
25
年
度
か
ら
事

業
化
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
の
整
備
希
望

を
基
に
補
助
金
の
活
用
が
可
能
か
を
県
と

確
認
を
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、
補
助
対
象

に
な
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

質　

県
の
補
助
金
対
象
の
要
件
は
。

答　

地
区
集
会
所
の
新
築
、
大
規
模
改
修

な
ど
で
、
補
修
や
外
構
工
事
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

質　

老
朽
化
し
た
地
区
集
会
所
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
今
後
、
補
助
金
対
象
に
な

る
地
区
集
会
所
の
整
備
の
計
画
は
あ
り
ま

す
か
。

答　

各
行
政
区
長
な
ど
と
相
談
し
、
そ
の

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
県
へ
の
申
請
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
読
書
三
到
」
の
碑
に
つ
い
て

質　

旧
図
書
館
正
面
入
口
に
あ
っ
た
「
読

書
三
到
」
の
碑
は
、
新
図
書
館
に
移
設
し

な
い
の
で
す
か
。

答　

移
設
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
い
ろ

い
ろ
検
討
し
ま
し
た
が
、
移
設
中
に
損
傷

す
る
可
能
性
も
あ
り
、
断
念
し
ま
し
た
。

質　

読
書
三
到
と
は
、「
第
一
は
口
到
で
、

口
で
読
む
こ
と
。
第
二
は
眼
到
で
、
目
で

よ
く
見
る
こ
と
。
第
三
は
心
到
で
、
心
で

　議会では、市長の提出案件が市民の生活へどのように寄与するのか、ひとつひとつ質疑
を通して審議を深め、採決に臨みます。
　第３回定例会では、決算特別委員会および補正予算特別委員会において、当局との間で
主として次のような質疑が行われました。

防災キャンプで救命講習を受ける子どもたち
（大代地区公民館）



あ
ん
な
こ
と
こ
ん
な
こ
と
議
論
の
足
跡

「読書三到」の碑

16

読
む
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
精
神
を
統
一
し

て
書
物
に
集
中
し
、
こ
の
三
つ
を
守
っ
て

熟
読
す
る
」
意
味
で
あ
り
、
本
市
図
書
館

開
館
以
来
40
年
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な

文
化
の
象
徴
で
す
。
移
設
の
努
力
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
支
援
に
つ
い
て

質　

平
成
28
年
度
に
災
害
時
要
援
護
者
の

支
援
体
制
が
18
行
政
区
で
整
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
す

か
。

答　

各
行
政
区
に
説
明
し
た
ほ
か
、
他
地

域
の
事
例
集
を
配
布
す
る
な
ど
し
て
、
全

行
政
区
で
支
援
体
制
が
確
立
さ
れ
る
よ
う

働
き
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
要
援
護
者

名
簿
を
も
と
に
、
各
区
長
・
関
係
者
が
定

期
的
に
声
か
け
や
見
守
り
を
行
う
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

質　

総
合
防
災
訓
練
な
ど
で
、
一
部
の
地

区
で
は
支
援
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

地
区
に
よ
っ
て
は
訓
練
に
温
度
差
が
あ

り
、
災
害
時
に
備
え
て
実
践
度
を
高
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
課
題
と

し
て
は
要
援
護
者
を
避
難
さ
せ
る
た
め
の

手
段
が
な
い
こ
と
で
す
。
搬
送
手
段
と
し

て
の
車
椅
子
、
リ
ヤ
カ
ー
を
避
難
所
に
備

え
付
け
て
は
。

答　

小
・
中
学
校
な
ど
の
収
容
避
難
所
に

は
車
椅
子
、
リ
ヤ
カ
ー
を
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

質　

地
区
の
集
会
所
な
ど
の
一
時
避
難
所

に
は
応
急
担
架
の
み
で
あ
り
、
車
椅
子
、

リ
ヤ
カ
ー
を
設
置
す
る
必
要
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
搬
送
手
段
は
防
災
資
材
で

す
の
で
、該
当
す
る
補
助
制
度
を
調
査
し
、

前
向
き
に
検
討
を
。

答　

搬
送
手
段
を
含
め
た
防
災
資
機
材
整

備
補
助
制
度
の
内
容
を
確
認
し
、
各
地
区

へ
の
制
度
説
明
と
話
し
合
い
を
行
い
な
が

ら
、
一
時
避
難
所
の
資
機
材
整
備
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
歳
児
育
児
体
験
事
業
に
つ
い
て

質　

１
年
間
実
施
し
て
み
て
の
成
果
は
。

答　

こ
の
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ

た
の
は
、
１
歳
児
半
健
診
で
経
過
観
察

者
が
多
か
っ
た
と
い
う
背
景
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
の
健
診
で
ど
う
い
う
状
況
が

出
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
は
進
め
て
い

る
最
中
で
す
の
で
、
進
め
た
そ
の
結
果
と

し
て
、
そ
の
後
の
健
診
で
経
過
観
察
者
が

減
っ
て
い
け
ば
、
早
め
に
い
ろ
ん
な
こ
と

に
気
づ
け
た
、
対
応
で
き
た
と
い
う
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

災
害
用
備
蓄
品
整
備
事
業
に
つ
い
て

質　

平
成
28
年
度
は
、
災
害
用
備
蓄
品
な

ど
の
数
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
は
ど
の
よ
う
な
方
策
を

と
っ
て
い
ま
す
か
。

答　

災
害
用
備
蓄
食
料
品
の
中
で
、
ア
ル

フ
ァ
米
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、
全
て
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
品
と
な
っ
て
お
り
、

食
糧
等
全
体
備
蓄
数
量
の
24
・
１
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

質　

災
害
用
家
庭
内
備
蓄
の
啓
発
回
数
が

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
家
庭
内
備

蓄
率
が
低
下
傾
向
に
あ
る
要
因
は
何
で
す

か
。
改
善
策
は
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

答　

公
助
に
よ
る
備
蓄
の
進
展
と
共
に
、

震
災
経
験
の
風
化
な
ど
様
々
な
要
因
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
共
助
と
自

助
と
し
て
の
家
庭
内
備
蓄
の
推
進
に
つ
い

て
、
市
広
報
記
事
掲
載
な
ど
に
よ
り
啓
発

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１歳児育児体験事業の様子
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防
災
訓
練
事
業
に
つ
い
て

質　

災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
に
つ
い
て

は
、
簡
易
ト
イ
レ
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
適
切
に
使
用
で
き
る
よ
う
使
用

方
法
な
ど
の
訓
練
が
必
要
と
考
え
ま
す
が

い
か
が
で
す
か
。

答　

発
災
後
、
概
ね
３
日
間
は
約
２
万
個

備
蓄
し
て
い
る
簡
易
ト
イ
レ
で
対
応
し
ま

す
が
、使
用
方
法
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、

防
災
訓
練
の
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ

ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

質　

昨
年
よ
り
、
ク
ラ
ブ
の
増
設
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
現
在
の
ク
ラ
ブ
数
と
利
用

登
録
人
数
は
。

答　

多
賀
城
小
３
ク
ラ
ブ
、
天
真
小
２
ク

ラ
ブ
、
城
南
小
４
ク
ラ
ブ
、
山
王
小
３
ク

ラ
ブ
、
東
小
３
ク
ラ
ブ
、
八
幡
小
２
ク
ラ

ブ
の
合
計
17
ク
ラ
ブ
で
、
6
4
7
人
が

利
用
登
録
し
て
い
ま
す
。

質 

そ
れ
ぞ
れ
冷
房
設
備
や
静
養
ス
ペ
ー

ス
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
で
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

質　

午
後
７
時
ま
で
の
延
長
の
利
用
状
況

は
。

答　

延
長
利
用
は
お
お
む
ね
20
％
く
ら
い

で
す
。

質　

委
託
事
業
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
は
安
心
・
安
全
な
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

答　

随
時
ク
ラ
ブ
内
の
子
ど
も
の
状
況
を

把
握
し
、
安
心
・
安
全
が
保
た
れ
る
よ
う
、

ひ
き
つ
づ
き
事
業
者
へ
の
指
導
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

水
道
料
金
に
つ
い
て

質　

平
成
28
年
度
の
給
水
原
価
は
平
成
27

年
度
と
比
較
し
て
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
平
成
25
・
26
年
度
の
給
水
原
価
は

平
成
27
年
度
よ
り
極
端
に
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
理
由
は
。

答　

新
田
浄
水
場
の
解
体
費
用
が
計
上
さ

れ
た
た
め
、
給
水
原
価
が
高
く
な
り
ま
し

た
。

質　

給
水
原
価
は
経
常
費
用
に
よ
り
影
響

を
受
け
ま
す
が
、
経
常
費
用
の
人
件
費
、

修
繕
費
、
物
件
費
な
ど
の
節
約
に
よ
り
、

改
善
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
。

答　

平
成
28
年
度
は
、
人
事
院
の
勧
告
に

よ
る
給
与
の
引
き
上
げ
、
鉛
製
給
水
管
の

解
消
事
業
な
ど
に
着
手
し
た
こ
と
に
よ

り
、
経
常
費
用
に
影
響
し
ま
し
た
。

質　

経
常
費
用
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
り
、

給
水
原
価
を
下
げ
、
水
道
料
金
の
低
廉
化

に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
が
。

答　

今
後
、
計
画
的
な
修
繕
を
行
い
、
効

率
的
な
経
費
の
執
行
に
よ
り
、
節
減
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
み
減
量
に
つ
い
て

質　

ご
み
集
積
所
の
分
別
指
導
箇
所
数

と
、
指
導
内
容
は
。

答　

延
べ
6
9
5
箇
所
で
、
主
に
ご
み

減
量
指
導
員
２
名
に
よ
り
１
日
３
〜
４
箇

所
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
中
に
資
源
物
が
混

入
さ
れ
て
い
な
い
か
な
ど
、
指
定
日
の
ご

み
の
種
類
の
間
違
い
に
つ
い
て
、
立
ち
合

い
分
別
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質　

ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
っ
た
要
因
は

何
で
す
か
。

答　

ご
み
減
量
指
導
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
お
よ
び
年
間
15
回
開
催
し
た
出
前
講

座
、
啓
発
活
動
に
よ
っ
て
、
市
民
の
方
の

意
識
向
上
が
減
量
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

質　

事
業
系
廃
棄
物
や
、
不
法
投
棄
に
つ

い
て
は
、
ど
の
様
に
対
応
改
善
し
て
い
き

ま
す
か
。

答　

パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
に
加
え
、
集
積
所

へ
の
収
集
業
者
に
よ
る
張
り
紙
な
ど
で
の

注
意
喚
起
、
地
域
環
境
推
進
委
員
の
協
力

を
お
願
い
し
て
マ
ナ
ー
向
上
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

放課後児童クラブ

分別しよう！（エコ博士）
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◆
補
正
予
算
特
別
委
員
会
◆

多
賀
城
公
園
野
球
場
の

　
　
　
　

復
旧
に
つ
い
て

質　

多
賀
城
公
園
野
球
場
の
復
旧
に
関
し

て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
県
で
復
旧

し
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
市
で
施
工
す

る
の
で
す
か
。　

答　

そ
の
と
お
り
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

復
旧
は
県
で
施
工
し
、
老
朽
化
し
た
ラ

バ
ー
フ
ェ
ン
ス
張
り
替
え
な
ど
に
つ
い
て

は
市
で
施
工
し
ま
す
。

質　

県
の
工
事
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
か
。

答　

９
月
か
ら
土
砂
撤
去
・
搬
出
を
実
施

し
、
12
月
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
復
旧
工
事
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

質　

平
成
30
年
３
月
ま
で
に
完
了
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
が
、
県
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
復

旧
工
事
と
重
複
し
て
い
る
の
で
、
市
の
施

工
す
る
ラ
バ
ー
フ
ェ
ン
ス
張
り
替
え
な
ど

は
、
３
月
完
了
と
は
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
で
す
か
。

答　

グ
ラ
ウ
ン
ド
復
旧
工
事
中
に
は
、
ラ

バ
ー
フ
ェ
ン
ス
張
り
替
え
な
ど
は
実
施
で

き
ま
せ
ん
が
、
照
明
灯
の
塗
装
な
ど
工
事

施
工
箇
所
の
取
り
合
い
に
な
ら
な
い
工
事

を
実
施
し
、
で
き
る
だ
け
３
月
の
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
つ
い
て

質　

東
大
寺
展
本
展
の
現
在
の
費
用
見
積

額
は
い
く
ら
で
す
か
。

答　

全
体
で
１
億
２
千
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。そ
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

輸
送
関
係
費　
　
　
　

４
８
０
０
万
円

会
場
設
営
・
運
営
費　

２
７
０
０
万
円

宣
伝
広
告
費　
　
　
　

２
６
０
０
万
円

広
報
物
な
ど
印
刷
費　

１
４
０
０
万
円

そ
の
他　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

　

こ
れ
ら
の
経
費
は
入
場
料
収
入
、
協
賛

金
お
よ
び
復
興
祈
念
東
大
寺
展
に
対
す
る

多
賀
城
市
か
ら
の
補
助
金
で
賄
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
多
賀
城
市
か
ら
の
補
助
金
は
、

地
方
創
生
応
援
税
制
（
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
）
制
度
を
活
用
し
た
寄
附
金
を
主
な

財
源
と
し
て
い
ま
す
。　

　
質　

入
場
料
収
入
は
９
０
０
０
万
円
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
増
額
は
考
え
ら
れ
ま

す
か
。

答　

東
大
寺
展
は
東
北
の
復
興
と
発
展
を

祈
念
し
て
行
わ
れ
る
催
事
で
あ
り
、
終
局

的
に
は
、
こ
の
展
覧
会
を
契
機
に
交
流
人

口
を
増
加
さ
せ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
取
り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大

勢
の
皆
さ
ん
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
で
、
入
場
料
収
入
増
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
入
場
者
の
増

加
に
向
け
て
手
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。

復旧工事が待たれる多賀城公園野球場

　このコーナーに掲載しました質疑の内容は、実際の質疑のごく一部です。
詳しくお知りになりたい方は、お近くの市議会議員にお尋ねください。

次回の定例会は 12月 12日㈫から 12月 19日㈫の予定です。

＊正式な日程は、決まり次第、広報多賀城・市ホームページでお知らせします。
＊定例会本会議、予算・決算特別委員会は、インターネットでもご覧いただけます。



回回 のの 表表 紙紙今今

議
会
を
傍
聴
し
た
み
な
さ
ん
か
ら
の

感
想
や
意
見
で
す
。

私
も

ひ
と
こ
と

～保育所ふれあい体験～保保保育育所所ふふふふれれれあああいいいいい体体体験験～～～保保保保保保育育所所ふふふふふふふふふふふれれれれれれれれああああいいい体体体体体験験験験～～～～保育所ふれあい体験～
　平成26年度から、家庭科「家族と家庭と子どもの成長」中の幼児遊び、幼児とのふれあいが授業として行われ
ています。中学校の生徒が、自分の幼児期を振り返り、幼児を身近な存在と受けとめ、生命の尊さを理解し、周り
の人々に感謝の気持ちを持つという、改めて自分の存在の意義に気づき、これを確かめるとても大切な事業です。
　また、多賀城高校でも、キャリア教育の一環として、長期休業期間を利用した保育体験を実施（12月）。多賀
城中の３年生は、家庭科の授業の一環として近く
の鶴ヶ谷保育所を訪問し、歌やリズム遊びなどを
通じて保育体験を実施しました（11月）。
　昨年10月、市内東豊中学校では３年生が３ク
ラス１日ずつ保育所の３歳以上児クラスでそれぞ
れ作ってきたおもちゃを使って一緒に遊びまし
た。
　当時東豊中学校３年生の福地野乃さんと小山
奈々さんに感想文をお寄せいただきました。

（レポーター　米澤まき子）

　家庭科の授業の一環で、笠神保育所へ行きました。
　班毎に作ったおもちゃを持って行き、子ども達と一
緒に遊びました。授業の中で「どうしたら子ども達が
楽しんでくれるか」ということを常に考え、放課後残
って製作することもあり、大変でした。私の班は乗り
物を作りました。紐で引っ張って動かすというもので
す。
　当日、大盛況で、子ども達みんなが喜んでくれたの
を今でも覚えています。

（現在多賀城高校１年：福地　野乃さん）

　保育所へ行って、自分が思っていたよりも子ども
と触れ合うことは難しいことに気づきました。
　小さい子には、元気で積極的な子もいれば、大人
しく人見知りの子もいて、すべての子に平等に接し
ていくことが大変でした。しかし、私達が作ったお
もちゃに素直に喜んでくれる姿を見て、やりがいを
感じました。
　私が将来子どもと触れ合う時に大事な「おもいや
り」を学ぶ良い体験となりました。

（現在多賀城高校１年：小山　奈々さん）

して、長期休業期間を利用した保育体験を実施（12月）。多賀

　
割
増
商
品
券
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
、
市
長
も

東
大
寺
展
に
合
わ
せ
て
前
向
き
に
取
り
組
む
答

弁
を
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
中
小
企
業
中
心
の
多
賀
城
に
と
っ
て
、
う
れ

し
い
話
で
す
。

　
暗
い
時
期
に
期
待
の
新
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
市
民
の
喜
ぶ
提
案
を
期
待
し
ま
す
。

相
澤
　
耀
司
さ
ん
（
留
ヶ
谷
在
住
）

19

今
回
の
表
紙



編
集
後
記
　
　

　

平
成
29
年
第
三
回
定
例
会
は
平
成
28
年
度
決

算
な
ど
を
賛
成
多
数
で
承
認
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
上
記
の
と
お
り
、

「
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
事
業
調
査
特
別
委

員
会
」
を
設
置
し
、
７
年
後
の
各
種
事
業
に
つ

い
て
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
事
業
は
多
賀
城
市

の
歴
史
を
考
え
、
振
り
返
り
、
先
人
の
功
績
に

思
い
を
馳
せ
、
本
市
の
魅
力
を
広
く
多
く
の
人

に
理
解
い
た
だ
き
、
将
来
世
代
が
本
市
を
愛
す

る
心
を
育
み
、
受
け
継
い
で
い
く
と
の
願
い
を

込
め
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
市
庁
舎
耐
震
対
策
等
事
業
検
討
委

員
会
」
は
、
先
進
地
の
庁
舎
を
視
察
し
、
市
民

に
開
か
れ
た
、
効
率
的
か
つ
機
能
性
の
よ
い
議

会
棟
の
建
設
に
向
け
て
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
特
別
委
員
会
は
新
た
な
編
成
と
な
り
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
、
市
議
会
の
活
動
を
皆
さ

ま
に
わ
か
り
や
す
く
お
届
け
す
る
よ
う
、
心
が

け
て
い
き
ま
す
。

（
江
口
　
正
夫
）

　
●
広
報
特
別
委
員
会
　
　
　
　
　
　

　
　
　
委
員
長
　
江
　
口
　
正
　
夫

　
　
　
副
委
員
長
　
齋
　
藤
　
裕
　
子

委
　
　
員
　
戸
津
川
　
晴
　
美

　
　
　
委
　
　
員
　
鈴
　
木
　
新
津
男

　
　
　
委
　
　
員
　
米
　
澤
　
ま
き
子

委
　
　
員
　
昌
　
浦
　
泰
　
已
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９
月
13
日
、全
議
員
か
ら
構
成
す
る「
多

賀
城
創
建
１
３
０
０
年
事
業
調
査
特
別
委

員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

委
員
長
に
吉
田
瑞
生
議
員
、
副
委
員
長

に
藤
原
益
栄
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被

害
を
受
け
、
全
国
か
ら
多
大
な
支
援
を
い

た
だ
き
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
、
復
旧
・

復
興
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
の
設
置
の
趣
旨
は
、
引
き

続
き
、
復
興
に
取
り
組
み
、
７
年
後
の

２
０
２
４
年
に
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
長
年
に
わ
た
る
多

賀
城
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
郷
土
へ
の
誇

り
を
醸じ
ょ
う
せ
い成し
、
魅
力
を
内
外
に
発
信
し
、

東
北
を
は
じ
め
本
市
と
縁
の
あ
る
地
域
と

繋
が
り
を
深
め
、
共
に
さ
ら
な
る
発
展
の

契
機
と
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
１
３
０
０
年
事
業
の
達
成
に
向

け
、
必
要
な
調
査
、
提
言
を
行
い
、
事
業

完
了
を
見
届
け
る
と
と
も
に
、
成
果
を
報

告
書
と
し
て
公
表
し
ま
す
。

調
査
事
件

１　

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
事
業
の
意 

義
に
つ
い
て

２　

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
事
業
に
係

る
ソ
フ
ト
事
業
に
つ
い
て

３　

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
事
業
に
係

る
ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て

４　

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
事
業
の
財

源
に
つ
い
て

５　

国
・
県
等
と
の
連
携
に
つ
い
て

６　

そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
事
業
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
事
業
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置


